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マツタケ (Tricholoma matsutake) はアカマツを主な宿主とし、子実体を環状に形
成する。この子実体の輪はフェアリーリングと呼ばれており、このリングとその内
部の土壌にはシロと呼ばれる菌根や菌糸を含むマツタケ菌のコロニーが形成されて
いる。シロは毎年約 10-15 cm ずつ外側へと菌糸の伸長とともに拡大する。その先端
は菌根が最も活発に生育しており、活性菌根帯を形成している。活性菌根帯から採
取した土壌は、グラム陰性菌や枯草菌に対して抗菌活性を示すことから、活性菌根













を有することは本研究によって初めて明らかになった。アルミニウムは 6 配位の 8



























































































なお、平成 29 年 5 月 11 日、論文ならびにそれに関連した分野にわたり試問
した結果、博士（農学）の学位を授与される学力が十分あるものと認めた。 
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